
事業者名　　有限会社　松原工業

所在地　　葛飾区東堀切3丁目24番5号

作成日　　　令和5年7月28日

　　運用期間：　令和４年4月～

　　令和５年3月

エコアクション ２１

環境経営レポート



　① 事業所及び代表者氏名

有限会社　松原工業　　　代表取締役　建部　祐輔

　② 所在地

　　本社 　　　東京都葛飾区東堀切3丁目24番5号

　　機材置場、車輌置場・寮　 東京都足立区谷中5丁目4番4号

　③ 環境管理責任者氏名及び連絡先

環境管理責任者　　　大　井　清　隆

連絡先　　電話　　　03（3604）9279

　　　　　FAX 　　　03（3603）9594

Ｅ-mail　 matubara-kougyo@diamond.broba.cc

　④ 事業内容

上・下水道、土木・舗装、給排水設備　各工事の積算及び施工

　⑤ 事業の規模

　⑥ 建設業者許可番号 東京都知事　（ 特－1　）第 46426 号

　⑦対象範囲　　　　当社は、全活動・全組織を対象としています

　１． 事業活動の概要

１１０ ㎡

事務所（工務部）

従業員数 ４名

延床面積

売 上 額

現 場（寮） 備 考

１９ 名

８０ ㎡

３８０，０００，０００ 円 令和4年度



基本理念

　(有)松原工業は創業以来、上・下水道・土木工事等の地域活動を進めて行く中、

環境保全活動が重要課題の一つであると認識し、定める環境経営システムに従じて

行動し、実現して行きます。

環境経営方針

①　エコアクション２１に基づく環境経営システムを構築し、継続的な活動を行い

　　環境負荷の低減を目指します。

②　環境経営目標・環境経営計画を定め、環境保全の向上を目指します。

③　環境に関する法令、及び条例、規制を遵守します。

④　従業員にも環境の教育を行い、意識、高揚を図ります。

⑤　以下の項目を重点活動項目と定め、環境負荷の低減を図ります。

　　◦電気、軽油、ガソリンなどのエネルギ－の使用量の低減に努めます。

　　◦水の使用量の節約に努めます。

　　◦工事現場から出る産業廃棄物の適正管理に努めます。

制定日 平成 ２１年  ８月 ２５日

改定日 令和 　5年  ４月　 １日

　　２．環境経営方針

有限会社　松原工業
代表取締役　建部　祐輔



作成日：

社　名：

代表者（社長）

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者

環境事務局

部門長

全従業員

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

３．環境経営システム組織図

　令和 5　年　4　月　10　日

　(有)　松原工業

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ票を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・自部門における環境経営システムの実施

・環境経営レポートの確認

・環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

　テスト、訓練を実施、記録の作成

： 大井 清隆環境管理責任者
環境事務局兼任

代表者 ： 建部 祐輔

経 理 ・ 総 務 部

工 事 部

現 場



2022年度 2022年度 2023 2024

基準値 年度目標 実績 年度目標 年度目標

基準値比 基準年比 基準年比

△2% △2.5％ △3％

電力（ｋWh) 事務所 14,357 14,070 13,444 13,998 13,926

現場・寮 11,243 11,131 13,110 11,074 11,018

25,600 25,200 26,554 25,072 24,944

（kg-CO2） 11,648 11,466 12,082 11,408 11,350

ガソリン（L） 役員車両 732 717 219 713 710

営業車両 11,191 11,079 9,010 11,023 10,967

11,923 11,796 9,229 11,736 11,677

(kg-CO2) 27,660 27,367 21,412 27,228 27,090

灯油（L） 976 956 760 952 947

(kg-CO2) 2430 2,382 1892 2,369 2,357

LPG（㎥） 事務所 24 24 8.8 24 23

現場・寮 331 328 203 326 324

355.2 352 211.8 350 348

(kg-CO2) 2,206 2,183 1,315 2,171 2,160

一般廃棄物（kg） 事務所 782 773 773 773 773

産業廃棄物

（ｔ）

水道水

（㎥）

現場・寮 561 555 364 553 550

４．経営環境目標及び実績

項目

合計

達成率
対基準年

１
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量

２
・
廃
棄
物 現場・寮

42,957

-22%

-40%

-15%43,944 43,397 36,702二酸化炭素合計

合計

事務所

合計

43,177

３
・
水
使
用
量

事務所 118 116

4
・
環
境
配
慮
工

事
工事現場の環境配

慮
全工事

-45%

-34%

-36%

935 926 509

+5%

73.6

-21%

0%

　加量して基準値を変更している。

※基準値は、2017年（平成29年）4月～2018年（平成30年）３月の実績値

※CO2排出係数は、電力はH30年東京電力㈱の調整後排出係数0.455kg-CO2/kＷh、ガソリンは2.32kg-CO2/L、軽油は2.58/L、灯油は
2.49kg-CO2/L、LPGは2.07＊３kg-CO2/kgを使用した。

※1 事務所の一般廃棄物（ｋｇ）773ｋｇ設定限度とする。現場の産業廃棄物の寮は現場の内容・仕事量によりかなり差異が出る

※2 2020年度の経営方針にて事務所のガソリン使用量は役員か役員同等の車両のみとなり基準値に大きく差異がでたため、基準値を

　半分の732（L）に設定変更をした。

※3 2020年度に現場・営業車両1台増え・ガソリン使用量も増えたので基準値に本年分540（L）{月45（L）}と見込分を

公共工事は「公共工事標準仕様書」に従って施工する。

115 114

921 916

※２

※１

※３

※１



５．環境経営計画の内容・取組結果と評価・次年度の取組内容

次年度の

取組内容

・トイレや使用していない照明の消灯

・ＰＣ電源を退出時にＯＦＦ

・エアコン温度の適正化

・使用していない照明の消灯

・退室時エアコン・こたつＯＦＦ

・エアコン温度の適正化

事務所 ・エコドライブに努める 定着している 継続実施

ガソリン 現場・寮 ・エコドライブに努める 定着している 継続実施

軽油 現場・寮 ・工事車両は停車時エンジンを切る ほぼ定着している 継続実施

灯油 事務所 ・室温の適正化 定着している 継続実施

事務所 ・お湯を無駄に使わない 定着している 継続実施

現場・寮 ・お湯を無駄に使わない ほぼ定着している 啓蒙に努める

・分別を徹底する

・無駄なコピーはしない

産業廃棄物

（ｔ）

水道水

（㎥）

現場・寮
・節水に努める。但し、工事現場終了時の清
掃用は工事件数による。

定着している 継続実施

・建設副産物の分別再資源化

・排ガス規制・低騒音重機の使用

・周辺住民への周知

５
．
美
化

活
動

・本社事務所周辺の道路等の清掃 毎月実施中 継続実施

１
・
二
酸
化
炭
素
排
出
量

電力

事務所 定着して実施中 継続実施

LPG

環境経営目標 環境経営計画の内容 取組結果と評価

・現場毎の分別基準を順守する
アスコンがらは100％
再資源化

継続実施

現場・寮
寮は入居者数に変動が
あり、目標管理は難し
い。

今後も啓蒙に努
める

継続実施

３
・
水
使
用
量

事務所 ・節水に努める 定着している 継続実施

２
・
廃
棄
物

一般廃棄物
（kg）

事務所 定着している 継続実施

現場・寮

本社事務所周辺の

4
・
環
境
配
慮
工

事
工事現場の
環境配慮

全工事 定着している



確認
結果

実施
者

情報システムの活用 ○ 大井

再生建設資材等の活用 ○ 大井

適正な再資源化等の実施 ○ 大井

○ 大井

車両に証明シールを貼る ○ 大井

建設機械に証明シールを張る ○ 大井

○ 大井

フロン排出抑制法 業務用エアコン　簡易点検 3ヶ月毎に点検実施 ○ 大井

廃棄物の処理及び清掃に関す
る法律

一般廃棄物、産業廃棄物の
収集運搬、処分の基準

指定箇所への委託処理(マニフェスト
等で確認)

６．環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果、並びに違反・訴訟
等の有無

法律・条例・その他名称 規制内容等 当社の対応状況

確認・評価
令和5年４月10日

建設リサイクル法に関する工
事実施要領

情報データ入力のうえ、関係部署に
提出

指定箇所から搬入(工事毎に指定あり)

建設工事に係る資材の再生資
源化等に関する法律

指定箇所への委託処理(マニフェスト
等で確認)

指定された分別ゴミを指定日にゴミ
集積所に出す(燃やすゴミは事業系
シールを貼る)

※環境関係法規への違反はありません。尚関係当局よりの違反等の指摘は
過去三年間ありません。訴訟もありません。

排出ガス対策型建設機械指定
要領

軽油を燃料とする自動車の
排気管等にDPFを装着

低騒音・低振動型建設機械指
定要領

建設機械の型式で、騒音及
び振動の測定値が基準値以
下

葛飾区廃棄物の処理及びリサ
イクルに関する条例

燃やすゴミ、資源ゴミ、燃
やせないゴミ、プラマーク
と分別する



7．令和４年度、代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日

参加者

Ａ：前回の指示への取組結果
　　前回の指示事項

指示なし

Ｂ：今回の評価結果
見直しに必要な情報

（環境管理責任者の報告事項） （有効に機能しているか、適切に実施されているか）

１．環境経営目標の達成状況

水使用量：事務所及び現場両方目標達成出来た。

工事現場の環境配慮：公共工事等全ての工事で実施。

２．環境経営計画の実施及び運用結果

３．環境関連法規等の遵守状況 遵守評価をR５年4月１０日に実施。問題なし。

４．外部からの環境に関する苦情・要望 特になし。

５．その他

Ｃ：（環境管理責任者への）指示内容
指示項目 変更する必要性判断

１．環境経営方針 なし

２．環境経営目標 なし

３．環境経営計画 なし

４．実施体制 なし

５．その他 あり

変更なし。

新型コロナウイルス感染予防対策徹底

新型コロナウイルス感染拡大・予防対策を徹底させた

2019年4月1日改訂済。

2019年度から見直し済。

同上。

代表者の指示内容

ＣＯ２：事務所ガソリン車の使用が目標を下回り目標達成出来た。基
準値比8９％。

ＣＯ２：事務所の節電は定着。社宅（寮）は、入居者変動により管理
が困難。

廃棄物：一廃の分別は定着。産廃は工事量や工種により変動する。

水使用量：寮の生活用水は、入居者数に左右され管理が難しい。工事
現場終了後の清掃用は、工事量に左右される。

工事現場の環境配慮：産廃再資源化、低騒音重機、近隣住民への工事
お知らせ等実施。

廃棄物：事務所は今後ほとんど値は変わらず773ｋｇで下げ止まりと
する。

代表者の評価結果

令和5年7月24日

建部社長、大井

このエコアクション２１に参加をして約１０年が過ぎました。平成から令和へと年号がかわっても地球
温暖化そして異常気象に伴う大震災時には飲料水、電気の使用節制の大切さを直視し環境問題への意識
が増々高まっていくと思います。そして依然として新型コロナウイルスの感染拡大は収束せず、大混乱
が続いています。

取組結果

指示なし



◎本社および置場内のトイレ、台所、風呂場、階段、駐車場などの

　共同部分には清掃員を投入して環境の清掃に努めています。

◎新型コロナウイルス感染拡大となり「うがい」「手洗い」「手指消毒」

　「マスク着用」「3密回避」「不要不急の外出自粛」を指導し、手指用消毒

マスクを全社員に対応できる様、確保しました。そして啓蒙運動も重ねております。

◎都・建設局・水道局にて随時開催される安全講習会に参加した。

8.当社の社会貢献活動事例

①主要な教育・訓練の実施計画

◎町会クリーン作戦の一環として、持ち回り掃除当番をしています。

◎毎年12月28日は、会社・事務所・置場周辺の路上清掃をしています。

②外部からの苦情の受付結果

◎特にありませんでした

③環境上の緊急事態と訓練計画

◎大地震などの「災害時における水道施設等の応急処置の協力に関する協定」
を東京都水道局長との間で締結しました。

④環境に関する新たな取組み
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